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Relation
ユゴーの“LesFeuiUes d'Automne" 
における宗教感情について
脇 回 之 彦
詩集く秋の木の葉>1と収載された詩AT;iは， 1828年以来，その頃ユゴーの創造的関心の中
心であった演劇活動の余暇に執筆されている.それらは.作者自ら序文でく吹く風のまま
に，偶然にも著者の手渡すページの数々〉とのべたように，その制作過程において自然発
生的性格をそなえ，いわば徒然の日記か書簡としての資料的価値をもっている.それでも，
この詩集の特色であるブノレジョワ的内国的性格は， くエノレナニ〉論争の喧喋から解放され
た，七月革命直前の 1830年5，6月の聞に， 半ば強迫的に形成されたのも事実である.成
程，この間の十六篇のテーマ発現の場は，大別して家庭，愛，交友，宗教及び哲学と多彩
に分散している. しかし，それぞれの風土で、の作者の内部には，比l時的にいえば，子供の
叙景を別にすると，夏の残照のなかに秋の暗雲が至るところから出現している.例えば，
愛の風景では，妻アデーノレは現在時における充実した愛の泉とはなりえず，むしろここで
の愛は，過去のプリブムを透して湧く悔恨の愛である.また，友人への書簡詩でも，モラ
リスト風に白己の芸術論や人生論を語りながら，父の死による苦境，世相の混迷を歎いて
いる. この内察と暗い色調への変化l乙は，家族の相次ぐ不幸への内省，妻をめぐるサント・
ブーヴとの葛藤が反映しているが，とりわけ革命前後の宗教的疑惑と不安が作用し，それ
がサント・プーヴのいうこの詩集でのく懐疑的態度の浸蝕>の基調になっているといって
も過言ではない.そこで，このレポートでは，必要に応じて日記を参照しながら，問題の
詩集をつうじて， 1830年頃のユゴーの宗教的精神像をあきらかにしたいと思う.
はじめに， 1830年頃の宗教思想についてごく簡単にのべれば，それはおよそ次の三派に
分裂していた.まず第ーに，ヴオノレテリアニスムの理神論は，王政復古の時代に根をおろ
し，新しく台頭した新興ブノレジョワの先陣に立って合理的自由思想を鼓吹していた.この
派は王政批判の中心勢力であったと同時に，カトリックのドグマに対しても攻撃的で，そ
れを支持する市民階級は，金融資本の蓄積という実利的関心に眼をうばわれ，貨幣を新し
い神として崇めるのであった.第二に，カトリシスムは革命前から王党派と同盟すること
によって，本来の宗教の聖堂を俗化して危機を招くが， 1830年10月に創刊されたく未来>
紙を中心に結束される.そこでは， ラムネー，モンタランベール， ラコルデーノレらが中心
になって，個人的な狭い領土から宗教を開放し，カトリシスムと自由思想，大衆との共存
の条件が探索される. しかし<未来>紙のこの通俗化，政治的傾向に対して，聖職者の
側から多くの非難があびせられ，ラムネーは，創刊の翌年の11月にこれを休刊する憂自に
会うのである.こうして，カトリシスムは人心の精神的支柱になるどころか，並に困惑の
情をうえつける.ラムネーら三人は，この宗教動乱の採決をもとめてローマにむかうが，
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結果は， 1832年4月15日付の皇教の回状によって<未来>紙に対して，法王グレゴリー16
世が有罪の判決をくだすことになるだろう.さらに，以上の理神論とカトリシスムの中間
にあって，ヴィクトノレ，クーザンに代表される唯心論哲学が，良心の新しい指導者の役割
を果さんとして.特に革命後につよい影響力をもっていた.ソルボンヌの教授として研究
生活を送るかたわら，彼は折衷主義の立場にたちながら実際には臼分がその僧院長であ
った俗世の宗教のような破壊的思想、に反対したのである.
このように 7月革命前後の精神的混乱を前にして，その復権を試みたのは主に宗教関係
者であったが，それというのも，混乱の根源をなしていたのがヨーロッパ精神の背骨であ
る信仰生活の危機，宗教的不安の感情であったからに他ならない.この宗教的混乱に関し
てユゴーは，詩集の序文で<結局，内部でとおなじく外部でも信仰は闘争の渦中にあり，
良心は苦痛にみまわれている>とのべ，新興の宗教，外観をかえた昔ながらの宗教が混迷
していることを言及している.また，ユゴーの黙示録のj萌芽をしめす作品<山のうえで聴
かれる声>によれば， 神の絶対権が君臨する世界では，<光栄と幸福の賛歌>が満ちてい
るのに対し，人間のすむ大地ではくいっせいに飛ひ子こつ黒い夜の烏>がはばたき，次のよ
うな苦悩の叫びがきかれる。<地獄の扉のさびついた蝶番のような声・・・涙と叫び， 罵りと
激しい非難 υ 洗礼を拒絶する声，呪いと漬神の叫び>実際， J. B.バレーノレによれば，この
年代に至って，礼拝生活は儀礼的に実施されるにすぎず，ロマン派詩人の内部には徹底的
な懐疑が浸蝕しはじめる.すでに，教会参拝の習慣は時代遅れのものになり，神も死なん
としているかにみえる.こうして，商業市民は貨幣に神の全能性を求めるが，詩人たちの
方では，革命を契機にいっそう自己解放の道程へむかう反町，精神の支柱としての神を見
失うことによって空虚に浸されるのである.この矛盾した精神状況について，バレールは
大略こうのべている. <理想へとむかった魂の内部に，この荒れくるう解放は空虚という
たえがたい感情を残し，詩人たちはその注釈者になるのだった.・・・しかし，空虚もその身
代りである作品も，宗教的魂を満足させることはなし人間の宿命の問題はかつて以上に
その魂にのしかかるのである>註1) 
この時代の風潮は<秋の木の葉>の懐疑的傾斜にあちこちで反映しているが， もちろん
ユゴーは決して神を見失ってはいない.例えば作品 (XII)では，作者の魂はく懐疑から懐
疑へとむかい>， <影が空を浸し人生は暗く，不幸がぼくたちの空の光る蒼空iこ流れでて
いる>と告白されながらも，結局次のように人間の宿命に身を沈めている.
大意;
Cette fatal nuit， que le malheur am企ne，
Fait voir p[us clairement la destinee humaine， 
Et montre a ses deux bouts， ecrits cn traits de feu， 
Ces mot円 Ameimmortelle! 毛ternitede Dieu! 
不幸からひき起る，この宿命の夜は，
いっそうはっきりと，人間の宿命をみせてくれる.
(XII) 
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その両極に示してくれる，火の筆法でかかれ，
この言葉，不滅の魂と神の永遠を>
作品 (XXXII)<貧者のために>から判断すれば，ユゴーにおけるキリスト教的福音の
摂理は， 貧しい者への慈愛と施物の理念であるが， 真の意味で最も宗教的な作品は詩篇
(XXXVII)の<万人のための祈り>であろう. この詩篇が制作されたのは 1830年6月で，
ユゴーは当時八才になった長女レオポノレデーヌを通じて万人への祈りを表現したが，そこ
には， 1830年頃のユゴーの宗教感情が最も集約的に結晶している.そこで，以後，この詩
篇の分析を中心にして論述を進めてゆきたい.構成の面からみて，この作品は10篇の部分
にわかれ，それぞれの中心主題は次のとおりである. (1)祈りへの招待. (2)母から父へ
とむかう両親への析り. (3)不良者や放蕩者をふくめて万人，特に死者への祈り. (4)生
者の祈りを必要とする死者の眠る光景. (5)詩人の祈りへの無力感の告白，次いで、娘をと
おして詩人は何故悪が存在するかを神に尋ねさせる. (6)主もわれわれの愛を必要とする
からには，主に対して祈らなくてはならない. (7)聖歌. (8)詩人の娘と守護天使のまじ
わる光景. (9)詩人は，娘に対して純潔を失わないために，現実に自己を混ぜないように
忠告する. (10)詩人は，最後に守護天使に幼い娘のよわよわしい人間性をゆだねる.
今作者の夢想の世界では，霧lζつつまれた夜がやってきて，遠くで一台の車が神秘の使
者として影のなかを滑走している.田園，小路，草むらなど全てのものが混りあっては消
えてゆき，作者をとりまく自然は疲労してねむり，祈り，愛を要求している.そして街道
では，通行人は不安な表情で自分のゆく道に疑問を抱く.子供たちが守護天使と詰るのは，
こうして現実の悪，疲労，憎悪などのために存在する昼の世界が終り，再びしづかな夜が
訪れる頃である.こうした状況設定には，自然を背景とする崇高化というロマンチスムの
美的傾向をうかがいうるが，作者にとって子供は，純潔無垢の理想像として大人のすむ現
実や死者のねむる夜に対立している.詩人の娘は，<この現実の悲惨，偽りの快楽，虚栄，
侮恨>を知らず，ひたすら普遍の主に思寵をたまわるべく祈るのである.なぜなら地上
の人間は，神の完全性に対して欠点と誤謬に蝕まれ，哀れむべき生活に追われているので
あるから，ユゴーは第三節で，この現実の人問状況を列挙して，次のような万人の群像のた
めに祈るよう娘に呼びかける.即ち，絹のマントをきてその輝きに歓喜している気の狂っ
たひとのために. 善をおこなおうと悪をなそうと， 苦しみ悩んでいるひとなら誰でもの
ために快楽のために朝方まで抱きあった抱擁で身を蔵したひとのために.ベールに身を
包んだ乙女のために.塔lこ閉じこめられた囚人のために夢み阪想する精神のために聖
なる提を漬神し，呪いの芦をあげている不信心なひとのために..等々.こうした現実の群
像を列挙しながら，詩人はとりわけ死者への祈りを勧める.なぜなら，生者は夜明けが訪
ずれると，金色の鹿毛の除をあけて明けゆく地平をみることができるが，死者は永遠に冷
たく重苦しい床に伏していなくてはならないから.死者たちの周辺では天使もコーラスを
歌わないし，彼らが生前なしたことの夢が彼らを圧しつぶしているのであるから.彼らは
永遠の夜の淵をさまよいつづけるのである.ここに表明されるのは死者への憐慨の情であ
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り，作品 (VI)と共にユゴーが乙の頃から死への固定観念を抱きはじめたことを示してい
るが，生者ももちろん欠点にみち多くの過失を犯すが故![，無垢の天使の祈りによって自
己の浄化が必要である.この人間の不完全さに関して，ユゴーは1830年10月の日記で，神
を太陽にたとえ，これを月である人間と対比してこう語っている.<人間の精神は蒼白な
月ににている.月lこは，段階的な変化，不在と包帰，透明さと汚点，全さと消滅を供うも
のである.月は太陽の光から己の光を借りており， しかも，時には太陽の光を遮断しさえ
する >2)この断片には，人間がときには満月のように開花するかと思えば，闇夜のように
自己存在を消去する姿，あるいは神を呪う姿が比轍的に語られていよう.この人間の不完
全さ，盲目性からわく祈りの感'情から，ユゴーは究極的に万人への慈愛 charite，友愛 Fra-
ternite，施物aumoneの理念を説くが，一体彼自身の信仰心はどうであったろうか.結論を
先にのべれば，娘に対して両親，祖先，死者，万人への祈りを要求しながら，ユゴー自身
は信仰の空虚さに害されている.特に第五節は，その頃の彼の宗教的魂の状態、を教示して
おり，そこでは彼は祈ろうとする度に，自己の魂が空虚に浸され，<誤謬にみち，信仰心
を欠く>のを自覚しているのである.
くCen'est pas moi dont l'ame est vaine 
Pleine d'erreurs， vide de foi， 
Qui prierais pour la race h山 nalne，
Puisque m旦 voixsuffit a peine， 
Seigneur， a vous prier pour moi! (XXXVII、
大意 人類のために祈るのは
魂が空しく，誤謬にみち，
信仰を欠くわたしではない.
なぜなら，主よ，わたしの声は，
自分のために祈るだけで勢一杯なのだから>
ここに認められる信仰への無力感は，同じi時期の作品 (XXVII)では，当代の人間の行
方に確かな方角を定めることができず，次のような懐疑へと移行する.
くQuiperce悶 vousvoiles， 
Noirs nrmaments， semes de nuages d'etoiles? 
民lIer，qui peut dans ton lit descendre et regarder? 
Ou donc est la science? Ou donc e~t l' origine ? 
Oue faire et que penser? Nier douter， ou croire? 
Carrefour tenebreux! triple route! Nuit noire! 
(XXVII) 
大意 星雲をちりばめた黒ずんだ空よ.
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誰が主であるあたたの帳をっき破るのだろうか?
海よ，誰があなたの床へ降りみつめるのか?
一体，科学はどこにある? 一体その根源はどこか?
何をして，何を考える? 否定する，疑う，あるいは信じる?
悶に包まれた十字路だ! 三重の路だ! 黒l)夜だ>
ここに表現される一連の疑問には， !日訳聖書のヨプの書の表現上の痕跡が認められるの
であるが，ユゴーは神を否定し理神論に精神の支えを求めることも，また神の懐に身を委
ねて信仰することもできない.否定と信心の中聞にあって，彼は闇に包まれた十字路にた
って疑惑に悩んでいるのである.事実. 1830年のユゴーはすでにカトリック信者ではない.
それに，母が熱心なヴオノレテールの理神論者で、あったことから，彼は幼い時ーからカトリッ
クの教育は受けておらず，また洗礼も受けていなかった.それが，シャトーヴリヤンのキ
リスト教的驚異の影響と敬皮なカトリック信者フーシヱ家の娘アデーノレと結婚するに及ん
で，一時的にカトリックに接近したともいえるのである.彼が王政復古の時代にカトリッ
クであったにしても，それは自己の内部要求からというより，多分l乙時代と一致して生き
ょうとする配慮に起因している. 1830年9月の日記において，彼は，以前のロワイヤリス
ト=カトリックの精神構造に修正の筆をくわえてこう記すのである.< 1820年のわたしの
古いロワイヤリスト=カトリックへの確信は， 10年来の才月と経験を重ねるにつれて少し
づっ崩壊していった.とはいえ，わたしの精神には，まだその何物かが存在している. し
かし，その何物かも宗教的，詩的廃撞でしかない.わたしは，ときにそれを尊敬の念を抱
いて考慮するが，もう礼拝にはゆかない>3)この発言は意味深長である.つまり，王政が，
草命後の新時代の政治的，社会的要請に相侯って時代遅れの政体に変ったのと呼応して，
カトリック観が以前彼の内部で君主制の運命と結びついていただけに， 1830年の科学と思
想、の進化を前にして，それは旧式の歴史的産物に思えたのである.この点で，彼lこ残存し
ていたのは福音書の慈愛と施物の理念でしかなく，彼はこの年代に至ってはっきりと教会
から遠ざかる.このように，彼が教会と王政から遠ざかる契機をあたえたのはサント・ブー
ヴと， 先の日記の執筆された月に彼を訪ずれたラムネーであったろう. はじめにのべた
ように，ラムネは教会と自由思想、の融合を試みて，世の聖職者の非難をあびた.ユゴーは
1821年以来，彼と交友を結んでいて，その後1832年にラムネーが教皇の廻状によって断罪
されると，決定的に教会から離れてゆくのである. もちろん，この教会からの解放も，ユ
ゴーが無神論者に変貌したことを意味するのではない.唯，旧来の彼のカトリック観は拡
大解釈をされ，やがて一種のキリスト教的ニュアンスと人道的傾向をふくむ自然神教へと
発展する.絶体者神べの確信は，例えば1830年9月の日記では，革命後の社会状況が誰の
眼にもその輝やかしい未来を予測で、きないだけに，こう記されている. <教会は肯定し，
理性は否定する.僧侶の OUl と人間の non との間にあって，己の言葉をのべたまうのは
神だけである.この言葉とはどんな言葉であろうか? 人間の理性だけではそれを予測で
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きないし，知覚できない>4)ユゴーにとって神とは，絶体的唯一者でありながら，あらゆ
る時，あらゆる場所に姿をみせる神秘的存在である.神は，人間の住むこの世界にあって
何物かであり，日夜人間の聞をぬって巡礼している.
くIlest quelqu'un dans ce monde ou nous sommes， 
Qui tout le jour aussi marche parmi les hommes， 
Servant et consolant， a tout heure， en tout lieu， 
U n bon pasteur qui suit sa brebis egarec， 
Un pelerin qui va de contree en contr白.
Ce pass却し cepasteur， ce pelerin， c'est Dieu! 
(XXXVII) 
大意 われわれの住むこの世界には
毎日，人間のまをぬって歩き，あらゆる時，あらゆる場所で
奉仕し慰めている.何物かがいる.
迷える牝羊の後をおう，善良な牧人.
国から国へとわたり歩く巡礼.
この通行人，この牧人，この巡礼こそ神だ>
この世界の巡礼である神は， H.ギュマンによれば5)，追放後に至っていっそう神秘化さ
れ，その本質的性格を次のように示すことになる.すなわち，この世界には何物かが存在
しており，われわれ人聞はその手中にいる.その何物かがわれわれを常に見詰め，呼びだ
し，審判するのだ.そして人間の自我は，人間を創り人間の内部に住うこの神を前にして
責任を担っていると
以上みてきたように， 1830年頃においてユゴーは教会との亀裂を体験したが，そこに表
明される懐疑の危機は，同時代の詩人たちに比べればその深度は浅い.それでも，この信
仰への疑惑は， 1835年に発表した詩集<薄明の歌>ではいっそう深刻化し，
くじinterieurde l'homme o!fre un sombre tableau， 
Un serpent est visible en la source de l'eau， 
Et l'incredulite rampe au found de notre ame 
大意 人間の内部は，暗い絵巻を展開している.
一匹の蛇が，水の源泉lζ見えてきて，
(XXXVII) 
疑い深い情が，ぼくらの魂の奥でからみついている>
と歌い，彼自身懐疑に陥り，これまで価値のあった宗教が腐った死骸になって自己の内部
に宿っていることを，次のように告白している.
<Je vous dirai qu'en moi je porte un ennemi; 
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Le doute， qui m' emmene errer dans le bois sombre， 
Nous portons dans nos cceurs le cadavre pourri 
De la religion qui vivait dans nos peres 
(XXXVIII) 
大意 ぼくはあなたにいおう，ぼくは内部に敵を抱いていると.
ぼくを暗い森へとさまよわせる，あの懐疑を.
ぼくらは，心のうちに，かつて祖先のうちに生きていた，
宗教の腐った死骸を抱いているのだ>
この懐疑的態度の醸成，カトリックからの解放には，サント・プーヴとラムネー，さら
にジュリエットとの接近が拍車をかけるにしても，ユゴーの基本的態度は根底から揺ぶら
れぐらついている程ではない.子供の叙景を歌うときの彼は健康そのものであったし，特
lこ長女レオポノレデーヌの成長するにつれて，彼は娘の思念を神へと高揚しつづけるのであ
る.彼は，とりわけ<万人のための祈り>第八節で，娘の祈る光景を次のように美しい詩
に定着させる.
くQuandelle prie， un ange est debout aupres d' elle， 
Carressant ses cheveux des plumes de son aile， 
Essuyant d'un baiser son αil de pleurs terni 
(XXXVII) 
大意 娘が折るとき，一人の天使が彼女のそばに立って，
その髪を翼の羽根でなでながら
接吻で涙にくもった騒をふいている>
この節では，ユゴーは娘に託して愛の必要を説き，神への渇きをいやすが，娘l乙ょせる
宗教的詩篇については，ラマノレチーヌはすでに1829年に，その頃七才であった自分の娘ジ
ュリヤのために<目ざめた←子供への賛歌>と題する詩を制作しており，その作品は1830年
4月に出版された<譜調詩集>に収録された. また， その十年前に発表された<膜想詩
集>において，ユゴーは久遠に礼拝をたたえた詩<祈り>を読むことができた. しかしな
がら，ラマルチーヌの作品が本質的に宗教的魂の思寵を賜らんとする行為を構成し，被創
造物の創造主へのまったく自発的な高揚を示しているのに対して，ユゴーの作品では別の
性格をおびるのである.つまり，彼の宗教は何よりも人間の宗教であり，詩人が他人や自
己自身に対して感じる憐倒の表明なのである. この憐i閲の感情が，まったく無垢の存在天
使を仲介lとして，慈悲ぷかい力への依存の，思想、を鼓吹する.ラマルチーヌの祈りが感情の
吐露であるとすれば，ユゴーの祈りは， ミゼーノレの祈り，主よわれを慨み給えの訴えであ
り，現実の悪，誤謬，懐疑自体に対する救済の歎願である.その意味で，この場合，彼の
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宗教はラマルチーヌというよりボードレーノレのすぐ側にある.
ユゴー自身序文で、語ったように，詩集<秋の木の葉>には，七月革命前後の社会を反映
した<騒乱とざわめきの詩>は含まれておらず.<おだやかで平隠な詩句><家族，家庭
の暖炉，私生活をうたった詩句>が主要部分を構成している.そこでのユゴーの視線はメ
ランコリックでじっと現実の苦痛に耐えており<ヱノレナニ>の勝利に象徴される輝やか
しい青春にとっては，思いがけずもそれらの詩127は，散りゆく花，空から落ちる星，沈む
太陽，干草で一杯の街道だったので、ある.いわばそこには，人生の過渡期を生きる者の過
去と未来，期待と失意のまじりあった，不安定で両義的暖昧さが支配しているが，その暗
い色調の底流lこながれているのが宗教感情をめぐる懐疑的態度，信仰への無力感，生の侮
恨などだったのである.ユゴーにとって最初に萌芽したこの傾向は，もちろんこの時点で
は彼の生を逆転させる程偏執的なものではない.気質的にいって彼は，不毛の絶望の淵で
さまようにはあまりに人生を愛した. しかし，だからといって，このことは彼が同時代の
苦悩を体験しなかったという意味ではなく，この頃lこ至って彼は自己の内部に宗教的廃嘘
を自覚したのであり，この点花関してサント・プーヴは<秋の木の葉>におけるユゴー
の宗教的精神像を次のように語っている. <空しくも彼は，遠くから恋人に暗い空のなか
に<不滅の魂>と<神の永遠>の二重の星を示す.空しくも彼は，長女を人間の父なる村i
の前にひざまづ、かせる・ 1 つまり，極めて崇高なく万人のための祈り>も，極めてキリス
ト教的なく<施物>も苦々しい現実を包みかくすことはできない.詩人はもはや信じてい
ない.永遠の神，迷い苦しむ人類，この両者の間には何物も存在しないのである >6)この
サント・プーヴの評言には，自らユゴーが懐疑へ傾斜したひとつの拍車の働きをし，当時
のユゴーを誰よりも熟知していたにしても，多分の誇張が認められよう.干1と人間との聞
に無信仰の亀裂のみを認めるのは部分的にしか真実でなく，ユゴーは信仰の無力J惑を自覚
しながら万人に対して慈悲を説き，神への渇望をいやさんとしている. しかし，反面，モ
ンタランベーノレの1831年12月のユゴーへの次の手紙が示すように，ユゴーが宗教体験にお
いてキリスト教の理忽へと帰依したと判断するのは，<貧者のために>などの作品でキリ
スト教的色調を示しているにしろ，それは全一的ではなく誤解といわねばならない.くあ
るページでは，あなたはど自分の力量を凌いでいらっしゃいますし，別のページでは，あ
なたは青春の爽やかさ，むしろ少年期の爽やかさを再発見なさいました.最後に，わたし
が称賛の念をこめて，神への，主への，キリスト教の理想への回帰に気付いたページがあ
ります.この点は時にあなたに欠けていたものですが，毎日いっそう必要にして慰めの糧
となりましょう>7) 
ユゴーの宗教感情をめぐって，二人の評者がまったく対立する見解を示したことは，単
に二人が各々の趣向にあわせて解釈を施したからではあるまい.乙のことは，当時のユゴ
ーの宗教感情のi暖昧さ，両義性を示すものであり，一方で信仰心を喪失するかと思えば，
他方で人間の有限性，現実の悪への悲歎と宿命感から不滅の神lとよりかからんとする矛盾
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を示すものである.そして，この矛盾は究極において1830年前後にかけて，彼が宗教体験
において過渡期を生きたことを物語るのであり，彼の出発当初の公式的なカトリック=ロ
ワイヤリストの精神構造は，この期iこ至って部分的に修正を受けるのである.<秋の木の
葉>の懐疑的なi暗い側面こそその直接的反映であり，繰り返していえば，かつてのカトリッ
ク信者ユゴーが， キリスト教から受けつぐのは慈愛， 施物の極めて現実的な理念でしか
なく，ユゴーはその理念をつうじて現実の悲惨を救済すべく説くが，実際にはすでに礼拝
にはゆかなかったので‘ある. もちろん，教会からの解放も，そこから彼が宗教的廃嘘lこ身
を沈めているという事実以上の意味を抽出することはできない. H.ギュマンによれば8)
教会とユゴーの聞に真に亀裂が生じるのは1849年から1851年にかけてである.それまで教
会に払っていた敬意も. 1849年に至ってはっきりした敵意に変ってゆく. ひとびとは，
彼がその年，一種の恐怖を抱いてカトリック教会から遠ざかるのをみるであろう.そのと
き彼は，フアローやモンタランベーノレのd思想と真の人間救済の思想を識別するのであり，
彼にとって問題は，ジュアンの悲劇をもたらした人間の悲惨，大衆労働者たちの思いもよ
らない惨めな状態を如何に救済するかという点にある.彼は，街道で大虐殺を目撃し，ひ
ざにチィクトヌ街で殺された子供を抱くにつけ， もはや恐怖の念を抱いてしか，自称<イ
エスキリストの下僕><偽りの牧師>相場師や銀行家と一味になった教会人を見詰めない
であろう.
こうした追放前後との関連からみると. 1830年の教会からの解放，慈愛，施物の理念は
その最初の痕跡を残していると同時に，とりわけ貧しい者への慈愛の観念は，ユゴーの人
類愛の中心思想として発展するのである.
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